
ホタテガイの付着ピークと思われます

《調査結果の概要》 調査日：６月１４日（金），同月１８日（火）

○北部海域（唐桑～歌津）
・ 調査点の表層水温は14.4～15.2℃，10m水温は13.3～14.7℃であり，表層で昨年よりも約

１℃低く，10mで昨年より約2℃低い値でした。
・ 各調査点の付着稚貝数は前回から約２倍に増加し，引き続きまとまった付着が見られてい
ます。

○中部海域（女川）
・ 調査点の表層水温は14.5℃でした。
・ 調査点ではまとまった付着が見られています。

○その他
・ 北部海域（歌津沖）で沖合幼生調査を行いました（別紙参照）。
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次回の通報発行は６月２７日（木）の予定です。

表 浮遊幼生等調査結果

その他
（ﾑﾗｻｷｲｶﾞｲ等）

浮遊幼生数

その他
（ﾑﾗｻｷｲｶﾞｲ

等）

250ﾐｸﾛﾝ未満 250ﾐｸﾛﾝ以上
（小型～中型） （大型）

10m 2回曳 33 3 68 760 (6/10-6/18，10m) 172

20m 1回曳 19 1 40 534 (6/10-6/18，20m) 105

岩井崎
(6/18)

15.2/13.4 10m2回曳 41 5 69 864 (6/10-6/18，10m) 165

大前見（大島）
(6/18)

14.6/13.3 10m2回曳 33 2 58 － ( /  -  /  ，   m) -

歌津（泊）
(6/14) 14.9/14.7 10m2回曳 47 8 61 564 (5/28-6/3，10m) 99

4,800 (5/30-6/18，10m) 2,050

1,524 (6/4-6/18，10m) 1,866

615
女川（出島）

(6/18) 14.5/  -  10m 2回曳 8 2

個体/袋

唐桑（只越）
(6/18) 14.4/14.2

調査点
（調査月日）

水温（℃）
表層／１０ｍ

採取方法
（ﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝﾈｯﾄ）

ホタテガイ浮遊幼生数

個体/ｍ3

ホタテガイ付着稚貝数
個体／袋

個体/ｍ3 （投入日-回収日，垂下水深）



38°44’

42’

40’

141°40’38’36’34’32’

総幼生数

大型幼生数

総幼生数／大型幼生数

55／8 26／4 49／5

40／2 29／1

沖合幼生調査を行いました

《沖合調査結果の概要》 調査日：６月１４日（金）
・漁業者と連携して北部海域で浮遊幼生調査を行いました。
・各調査点で小・中型幼生及び大型幼生が確認されました。

図 宮城県北部海域におけるホタテガイ浮遊幼生の出現状況
北原式定量プランクトンネット曳き（図中数字は海水１㎥当りに含まれる幼生数）


